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1 はじめに
機械翻訳の研究には対訳コーパスが必須であり、

今や様々な言語対・ドメイン・サイズのデータが自
由に使える形で公開されているが、それらの多くは
書き言葉を対象としている。例えば Webのクロー
ルデータ1）[1]、ニュース解説2）、特許文書 [2]、科学
技術論文 [3]などは全て書き言葉である。話し言葉
を対象としたデータもいくつか存在するが、一人が
喋り続る TEDのようなモノローグ形式のもの [4, 5]
であったり、複数名の対話であっても多くのノイズ
を含んでいたり [6, 7]と、自由に使えるクリーンな
対話の対訳コーパスはほとんど存在しないのが現
状である。WMT3）、IWSLT4）、WAT5）などの機械翻
訳の評価ワークショップでも書き言葉やモノロー
グ、ノイズを含む対話を翻訳対象としている。唯
一、IWSLTで用いられているデータの一つにスペイ
ン語と英語間のクリーンな対話対訳コーパス [8]が
あるが、このようなコーパスは希少である。
書き言葉やモノローグの機械翻訳精度は利用可能

な対訳コーパスの増強やニューラルネットワーク技
術の発展により非常に向上したが、複数名の対話の
機械翻訳についてはまだ精度向上の余地が多く残さ
れている。典型的な例は代名詞補完で、日本語のよ
うに代名詞が省略可能な (pro-drop)言語から英語の
ように省略できない言語に翻訳する場合に、より自
然な訳文とするためには適切な代名詞を補って訳出
する必要がある。代名詞の省略は書き言葉よりも話
し言葉の方が圧倒的に多いため、対話の翻訳におい
てはこの問題は重要である。このような問題を解決
するために文脈 (ここでは翻訳対象文よりも前の文
を指す)を考慮した翻訳モデル [9, 10, 11]が提案され
ているが、文脈つきの対話対訳コーパスはノイズの
1） https://commoncrawl.org/

2） http://www.statmt.org/wmt20/translation-task.html

3） http://www.statmt.org/wmt20/

4） https://iwslt.org/2021/

5） http://lotus.kuee.kyoto-u.ac.jp/WAT/

多い OpenSubtitles6）や JESC7）などを除くとほとんど
存在しない。
そこで我々は新たに日英ビジネスシーン対
話対訳コーパス (The Business Scene Dialogue (BSD)
corpus) を構築し、その一部を公開した8）。ライセ
ンスは Creative Commons Attribution-NonCommercial-
ShareAlike (CC BY-NC-SA)であるので、商用でなけ
れば自由に利用できる。公開したデータ量やフォー
マットの詳細はホームページや本稿の付録を参照し
ていただきたい。

BSD コーパスは他の言語資源を参照して構築さ
れたものではなく、一から構築されたものである。
「ビジネス」における「対話」を対訳コーパスのドメ
インとして選択した理由は二つあり、一つはビジネ
スシーンがドメインとして広すぎず狭すぎず適当な
粒度であると考えた点で、もう一つはノイズの少な
い対話の対訳コーパスが機械翻訳研究の新たな方向
を開くのに有用と考えた点である。対話のコーパス
であるので、機械翻訳だけでなくもちろん対話の研
究にも役立つのではないかと考える。
本稿では BSDコーパスの紹介と、これを利用した

WAT2020[12]翻訳タスクの結果の紹介、翻訳結果の
誤り分析から得られた対話翻訳の課題を報告する。

2 BSDコーパスの概要
2.1 特徴

BSDコーパスは「シナリオ」を大きな単位として
用いている。ビジネスにおける様々なシチュエー
ションを想定し、そのシチュエーションで行われる
一連の対話を一つのシナリオとして収録している。
各シナリオには 6種類のタグからなるシーン情報と
シナリオタイトル (より詳細な状況説明)が付与され
ている。これらの情報を用いることで、例えば対話

6） https://www.opensubtitles.org/

7） https://nlp.stanford.edu/projects/jesc/

8） https://github.com/tsuruoka-lab/BSD
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の文脈からだけでは難しいような訳語の選択 (日本
語の「すみません」を英訳する場合など)が行えた
り、将来的な実利用の場面ではカメラにより周囲の
状況 (シーンや会話のシチュエーション)を認識しつ
つ適切な翻訳を行うといったマルチモーダル翻訳の
実現も考えられる。また各発話には話者の情報も付
与されている。

2.2 構築手順
BSD コーパスは 1) ビジネスシーンの選定、2)

シーンに沿った日本語および英語での会話シナリオ
作成、3)シナリオの英語および日本語への翻訳の 3
つのステップを経て構築した。なおシナリオ作成に
は 28名の日本語シナリオライターおよび 23名の英
語シナリオライターが携わり、日英翻訳は 8名、英
日翻訳は 13名の翻訳者によって行われた (シナリオ
作成と翻訳を兼ねる者も数名いた)。また全体的な
質を担保するために、3名が全体の品質チェックを
行った。さらに、シナリオがビジネスシーンとして
適切であることを保証するために、広く一般に知ら
れているメディア等でビジネス会話の関連したコン
テンツに主として関わった経験があり、日本語、英
語ともビジネスシーンにおいて問題なく会話がで
き、自らもビジネスに携わった経験を保有している
ものを監修者として 1名置き、全体的な内容の確認
を行った。

1)ビジネスシーンの選定
ビジネスシーンは会議、交渉、雑談など様々なビ

ジネスの状況をカバーするように慎重に選定した。
また特定の業種にしか該当しないようなシーンは避
け、様々な業種で汎用的に用いられるようなシーン
を選定した。今回は「対面対話 (2 名での仕事上の
対話)」「電話応対」「雑談」「会議 (複数名での対話)」
「研修」「プレゼン」の 6つのシーンを選定した。

2)単言語でのシナリオ作成
対話のシナリオは選定されたビジネスシーンに

沿って、日本語および英語それぞれ半数ずつ、単言
語で作成した。半数ずつとした理由は、ビジネス
シーンにおいて各言語で特徴的に利用されるような
表現をなるべく幅広くカバーするためである。一方
の言語でのみシナリオを作成しこれを相手言語に翻
訳するだけでは、表現のバリエーションが限られて
しまう (いわゆる translationese)可能性があり、これ

を回避することを狙っている。

3)シナリオの翻訳
作成された単言語のシナリオは人手で相手言語に
翻訳した。機械翻訳の利用は禁止とし、正確性だけ
でなく相手言語における流暢性や会話としての自然
さも重視するよう指示した。例えば英語を日本語に
翻訳する場合には、逐語的に訳すと英文中の全ての
代名詞を日本語文に訳出することになるが、日本語
対話においては多くの代名詞 (特に一人称と二人称)
は省略されることが普通である。逆に主語の省略さ
れた日本語を英語に訳す場合には、無理に受動態で
翻訳することは避け、適当な主語を補完した自然な
能動態として翻訳するよう指示した。

3 WAT2020での BSD翻訳タスク
3.1 タスク概要

WAT2020において BSDコーパスを利用した翻訳
タスクを設定した。参加者は BSDコーパスのテス
トデータの翻訳結果を提出することが求められる。
モデルの訓練には BSDコーパスの訓練データだけ
でなく、他の既存の対訳コーパス (外部データ)を用
いることもできる。日英翻訳には 4チーム、英日翻
訳には 3チームの参加があった。

3.2 人手評価
人手評価基準として特許庁が公開している「特許
文献機械翻訳の品質評価手順」9）の中の「内容の伝達
レベルの評価」を採用した。これは機械翻訳結果が
原文の実質的な内容をどの程度正確に伝達している
かを、参照訳の内容に照らして 5段階 (評価値 5が
最もよく、1が最も悪い)の評価基準で主観的に評価
するものであり、いわゆる Adequacy(正確性)評価と
同等のものである。正確性評価は合計の文数が 400
文になるようにテストデータからランダムにシナリ
オを選択したものを対象として行い、各文を 2名の
評価者が独立に評価した。また文脈を考慮して適切
な訳となっているかという点も考慮に入れている。
図 1に正確性評価結果を示す。WATのポリシー
に従いチーム名は匿名化して表示しているが、各グ
ラフで同じチーム名のものは実際に同じチームか
らの投稿であったことを示している。なお Team B

9） https://www.jpo.go.jp/system/laws/sesaku/

kikaihonyaku/tokkyohonyaku_hyouka.html
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図 1 日英 (上)および英日 (下)BSD翻訳タスクの正確性
評価結果 (グラフ内の数字は各評価値の割合を、チーム名

の下の括弧内の数字は評価の平均を表す)

は本稿の著者らの結果である。両方向とも評価の平
均値は最も高いもので 4.2程度であり非常に高精度
で訳されていると思われるが、BSD コーパスの性
質上、相槌など非常に短い文なども含まれているた
め、4.2という値がどの程度満足のいくものなのか
はより深く分析する必要があると思われる。

3.3 各チームの手法と知見
評価結果はどのチームも近い値であったが、用い

た翻訳モデルや外部データは異なっている。Team A
は翻訳対象文と直前の 3文を文脈として同時に使っ
た mBART[13]を用いている。他のチームは文脈情
報は用いず、単文での翻訳だった。どのチームも大
規模な外部データを併用して翻訳モデルの訓練を行
い、BSDなどの対話コーパスで fine-tuningするとい
う戦略を取った。
興味深い知見として、BSD コーパスのみを用い

た fine-tuningは効果がなく、むしろ翻訳精度が悪化
すると多くのチームから報告があった。しかしなが
ら、BSD に加えて外部の対話データ (OpenSubtitles
や JESC)も併用した fine-tuningは効果的で、翻訳精
度が向上するとも報告された。このことから機械
翻訳では fine-tuningにおいてもある程度の量の対訳
コーパスが必要であると結論づけられる。
また Team Dからの報告では、sub-wordの語彙サ
イズを小さく (報告では 6,000を用いていた)する方

表 1 翻訳誤りの傾向調査結果
分類 誤訳 訳抜け 過剰訳 文脈上

不適切
代名詞
誤り

合計

日英 45 7 1 66 32 151
英日 10 7 0 115 0 132

が翻訳精度が向上するとのことだった。はっきりと
した理由は不明だが、会話文においては使われる語
彙がニュース記事や科学技術論文などと比べてそれ
ほど大きくないためである可能性がある。この点に
ついては今後深く分析する必要がある。

4 対話翻訳における課題
現状の対話翻訳においてどのような課題があるの
かを分析するために、WAT2020の BSD翻訳タスク
での Team B(本稿の著者ら)の翻訳結果について、翻
訳誤り傾向を調査した。誤りのタイプを「誤訳 (文
脈に関係なく誤り)」「訳抜け」「過剰訳」「文脈上不
適切」「代名詞訳出誤り」の 5種類に分類し、2名の
評価者で分類が一致したものを計数したものを表 1
に示す。なお 1つの文で複数の分類が付与される場
合もあるため、数字は延べ数である。ここでは特に
「文脈上不適切」「代名詞訳出誤り」の 2つについて
例を示しつつ分析を行う。

4.1 文脈上不適切
文脈上不適切な訳になっている例を図 2および図

3に示す。図 2は文脈情報を使うことで適切な訳が
出力できるであろう例で、実際に一つ前の文を連結
して用いる手法 [9, 14]を用いて翻訳を行うと一番右
の列のように翻訳が改善することがわかる。一方、
図 3 に示す例は単に前の文の情報を用いるだけで
は解決が難しく、ぼんやりと会話全体の流れをとら
え、さらにその流れに沿って適切な表現を選択する
必要がある。これには mBARTのような事前学習モ
デルを利用することで解決が期待できるため、まず
は Team Aの翻訳結果の分析を行う予定である。

4.2 代名詞訳出誤り
代名詞の訳出誤りは日英翻訳における典型的な翻
訳誤りであるが、その解決に必要となる情報源には
我々が観測した範囲では三つのタイプが存在する。
一つ目は文脈文に出現する名詞等の情報を用いた
り、目的言語側の過去の出力を利用 [15]するなどす
れば解決可能なものである。二つ目は図 4に示すよ
うに、文脈文を用いずとも当該文の動詞に後続する
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話者 入力 正解 単文出力 +文脈出力
受付係 お名前頂戴してもよろしいで

しょうか？
Could I have your name please? May I have your name? May I have your name?

高岡 はい、高岡渉と申します。 Sure, it’s Wataru Takaoka. Hello, my name is Wataru
Takaoka.

Yes, my name is Wataru Takaoka.

受付係 ありがとうございます。 Thank you. Thank you very much. Thank you.
受付係 神田は会議室で待っておりま

す。
Kanda is expecting your visit in
the meeting room.

Kanda is waiting in the confer-
ence room.

Kanda is waiting in the meeting
room.

受付係 ご案内いたします。 Please follow me. Let me show you. I’ll take you to the meeting.
高岡 ありがとうございます。 Thank you. Thank you very much. Thank you.
受付係 こちらでございます。 Here it is. This is it. Here you are.

図 2 日英翻訳における文脈上不適切な訳の例 (文脈文を用いることである程度解決が可能)
話者 入力 正解 出力
Yutaka To be honest with you, I am a little bit ner-

vous.
正直なところ、少し緊張しているんだ。 正直なところ、ちょっと緊張していま

す。
Dennis It’s understandable. それは当然だよ。 それは理解できます。
Yutaka It is going to be a big adjustment. 馴れるまで大変だろうな。 大きな調整になります。
Yutaka The new office has twice as many employees

as this one.
新しいオフィスにはここの倍の従業員
がいるんだよ。

新オフィスの従業員数は、このオフィ
スの倍です。

Yutaka It seems like a competitive environment. 競争が激しそうだし。 競争環境みたいですね。
Dennis Don’t feel discouraged. 弱気にならないで。 落胆しないでください。
図 3 英日翻訳における文脈上不適切な訳の例 (全体的な会話の流れを掴んだり、一般常識等を用いる必要がある)

入力 正解 出力
多国籍チームだけの話じゃない、営業グ
ループ全体について言ってるんだよ。

I’m not just talking about Multinational team,
I’m talking about the entire Sales Group.

It’s not just about Multinational team, it’s talking
about the whole sales group.

それが何か意味あることだと思ってるの
さ。

She thinks it’s an indication of something. I think that’s something meaningful.

その方向で進めて、佐藤部長に相談してみ
ようかな。

Let’s go with that and maybe I’ll discuss this with
Sato-san.

Maybe we can proceed with that and discuss it
with Mr. Sato.

図 4 原文の機能語列の情報を利用することで省略された代名詞が推測可能な例
話者 入力 正解 出力
左枝さん 体調が 1 番だから、これは他のものに

任せていいよ。
Your health is the most important so others
can do these.

You’re in top shape so you can leave this to
others.

木内さん ありがとうございます。 Thank you very much. Thank you.
左枝さん 産休の申請もしないといけないな。 You will need to apply for maternity leave

too.
I need to apply for maternity leave.

左枝さん 6 月出産なら 4 月から産休がいいのか
な？

If you’re due in June, then you will take ma-
ternity leave from April?

Should I take maternity leave from April if I
give birth in June?

木内さん はい、それぐらいからお休みいただけ
ると助かります。

Yes, it would be great if I can take my leave
from around that time.

Yes, that would be great if you can take some
time off.

図 5 正しい代名詞を補完するために話者情報が必要となる例 (3文目や 4文目は木内さんの発言の可能性もある)

機能語列から代名詞が推測可能なものであり、例え
ば Kudoら [16]の手法などにより解決可能なもので
ある。三つ目は図 5に示すように、話者情報が必要
となるものである。例えば 3文目は木内さんの発言
としても解釈可能であり、その場合は出力文の方が
正しい訳となる。

5 まとめ
本稿では BSDコーパスおよびWAT2020での BSD

翻訳タスクの結果の紹介を行い、翻訳結果の分析か
ら対話翻訳の課題について議論した。公開した BSD
コーパスがこれらの課題の解決の一助となれば幸い
である。BSDを利用した翻訳タスクは WAT202110）

においても設定しているので、興味のある方はぜひ
参加していただきたい。WAT2021 では新たな開発
10） https://lotus.kuee.kyoto-u.ac.jp/WAT/WAT2021/

データとテストデータを追加で公開予定である。
また本稿では触れていないが、AMI Meeting

Corpus[17] を和訳することで対訳コーパスとした
データも公開している11）ので、合わせて利用してい
ただければと思う。
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表 2 公開したビジネスシーン対話対訳コーパスの統計量 (シナリオ数 /文数）
訓練データ 開発データ テストデータ

シーン 日英 英日 日英 英日 日英 英日
対面対話 122 / 3,525 103 / 2,986 11 / 319 12 / 314 12 / 381 11 / 345
電話応対 68 / 1,944 75 / 2,175 6 / 176 7 / 185 6 / 163 7 / 212
雑談 61 / 1,915 72 / 1,883 7 / 223 8 / 248 7 / 211 8 / 212
会議 56 / 1,964 58 / 1,787 7 / 240 7 / 219 7 / 228 7 / 229
研修 12 / 562 19 / 463 1 / 40 1 / 23 1 / 38 1 / 30
プレゼン 6 / 607 18 / 189 1 / 31 1 / 33 1 / 31 1 / 40
合計 325 / 10,000 345 / 10,000 34 / 997 35 / 1,054 34 / 1,052 35 / 1,068

起点言語：日本語 シーン：電話応対 シナリオタイトル：伝言への折り返し電話　打ち合わせ日程調整
日本語 英語

話者 内容 話者 内容
土井さん はい、K社システム開発部です。 Doi-san Hi this is the systems development department of

Company K.
高市さん H社の高市と申します。 Takaichi-san My name is Takaichi from Company H.
高市さん いつもお世話になっております。 Takaichi-san Thank you as always.
土井さん こちらこそ、お世話になっております。 Doi-san Thank you as always as well.
高市さん 稲田さんはいらっしゃいますか？ Takaichi-san Is Inada-san there?
高市さん 1時間ほど前に、お電話いただいたそうなんで

すけど。
Takaichi-san It seems I got a call from him around 1 hour ago.

... ... ... ...

図 6 BSDコーパスの対訳例

A 公開データ数とシーンごとの内訳
表 2に公開したデータのシナリオ数および文数、またシーンごとの内訳を示す。訓練データは合計 2万対

訳文で、開発データとテストデータはそれぞれ約 2,000文ずつである。なおWATでの利用を想定して、毎年
新たな開発データとテストデータを同量程度ずつ追加公開する予定である。

B BSD対訳例
図 6に BSDコーパスの対訳例を示す。なおデータは json形式で配布されている。

C BSDコーパス構築の詳細仕様
BSD構築における詳細な仕様のうち、主だったものを以下に示す。
• 口語でそのまま発音しない略語 (NYなど)は使わず、会話で使われる表記を用いる (New Yorkなど)
• 時刻は数字ではなく文字表記で訳出し、「：」は使用しない
• 翻訳時にあまりにも冗長であったり不自然な場合は訳文を 2文にしてもよい
• 1シナリオあたり対話は 3ターン (6文)以上、上限は 20ターン (40文)まで
•「プレゼン」と「研修」はモノローグ (登場人物が 1名のみ)でもよい
• 日本語では標準語を英語ではアメリカ英語を極力用いること (方言やスラングなど極端にくだけた表現は避ける)
• 1シナリオ内の登場人物は 4人以下とする
• 個別の実在する会社名の使用は避け、A社、B社などを用いる (ただしサービス名としての Facebookや twitter、イン
スタなどの使用はよしとする)

• 対面ではない発話の状況を示すような情報、また話者の役職、肩書等は、本文とは別に「付属情報」に記載する
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